
令和５年１２月発行 山形市認定農業者情報誌 １６６号 

現在の山形市の認定農業者数：38８名（令和５年１１月） 

 

 

 

 
 
  将来の農業に明るい展望を見出し、新たな視点にたった農業経営の発想の醸成に寄与するため、

有識者による講演会を開催します。 

 

１．講師  株式会社 林農産（石川県野々市市） 

代表取締役社長 林 浩陽（はやし こうよう）氏 

－講師プロフィール－ 

昭和３５年、石川県生まれ。金沢美大を卒業後、本田技研のデザイナーを経て、 

昭和５８年に父の後を継ぎＵターン就農。昭和６３年、有限会社林農産を設立。 

以来、経営に積極的にパソコンを導入し、若手経営者達と勉強会を立ち上げるなど、地域

をリードする大規模経営を展開。平成４年に農林水産祭農産部門天皇杯を受賞。 

現在は、約４８ha の農地で、水稲、大豆に餅や味噌等の加工品の販売も行っている。

また、「食と命の大切さを伝える」ことが自分の使命であるとの考えから、幼稚園児、小学

生を対象とした稲作体験教室や、食育に関する講演にも力を注いでいます。 

最近は、農チューバーとして活躍中です。 

 

２．開 催 日 令和６年１月２５日（木）午後１時３０分～午後３時３０分 

  

３．場  所 山形市東古館１４５番地  

「山形市農業研修センター」（協同の杜の南側に隣接） 

 

４．演  題 「２３世紀型お笑い系百姓の挑戦  

～炎上を乗り越えろ！農チューバーの挑戦～」 

 

５．参加費等 入場無料、申込み不要（無料駐車場あります） 

 

６．主  催 山形市、山形市農業振興協議会、 

    一般社団法人山形市農業振興公社、山形市農業研修センター 

 

７．後  援 山形市農業委員会、山形市農業協同組合、山形農業協同組合、 

       山形市認定農業者連絡協議会、山形市青年農業士会 

 

【お問合せ】    農政課 農政企画係    電話 023-641-1212 内線 437 

            （一社）山形市農業振興公社 電話 023-644-1622 

発行》山形市農業振興協議会 

＜問い合わせ先＞ 

農政課 就農・経営支援係 

℡ 641-1212 内線 430 



農業用ビニールハウスの雪害対策について 

 

近年、雪による農業用ビニールハウスへの破損被害が見受けられます。 
被害予防の一環として、農業用ビニールハウスの点検を行いましょう。 

 

【チェック項目】 

①  ブレースや筋かいの留め金具に緩みがないか確認する。 

②  基礎部、接続部分、柱等に腐食・サビがないか確認する。 

③  作物を栽培していないハウスは被覆資材を外す。 

④  最新の気象情報、警報、注意報をチェックし、降雪に備える。 

⑤  
暖房設備のあるハウスについては、融雪のため暖房を活用できるよう準備して

おく。（燃料・動作確認等） 

 

【事後対策】 

①  
積雪等による被害を確認し、壊れた箇所があった場合は、自分でできる応急

処置をおこない、できない部分は業者に修理を依頼する。 

②  
ハウス屋根の谷間は、雪が融けにくいため、雪のたまっている部分に水をかけ

るなどして除雪する。 

 

☆作業中及び見回り時には、事故に遭わないよう十分に注意し、安全確認の上、

圃場や施設の管理を行うようにしてください。 




